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(Iopamirone 300) を1. 33....... 1. 67秒間で計 5 ....12ml bolus injection し、 DSA 装置 CIntegris V3000) にて 3 フレー
ム/秒で撮像した。この画像データをビデオ信号を介してコンビュータ (Power Macintosh 9600/300) に取り込
み、関心領域における造影剤の時間濃度曲線から、平均通過時間 (MTT) を area over height 法により計算し、画
像化した。本法で計算された MTT を perfusion index (PI)とした。これを健常例 (N= 5) および脳血管撃縮、
もやもや病、巨大動脈癌の症例に適用した。
DSA 画像取得から PI 画像表示までの所要時間は約 3 分であり、 PI の画像化はほぼリアルタイムに可能であった。
PI 算出における X線投影方向の影響について理論的に考察したところ、これらは PI 値に影響を与えないことが証明
された。粗大血管病変を有さない患者において、 PI は頚部内頚動脈1.86 :i: 0.24、同海綿静脈洞部2.98 :i: 0.62、傍脳梁






















画像化することができたが、遠位動脈ではみかけ上の PI の延長が生じた。このような見かけ上の PI 延長や造影剤
注入条件の変動による PI の変化は deconvolution method を導入することにより補正されることを示した。
本研究は DSA 画像から脳血管内濯流を実時間で画像表示する独自のプログラムを開発し、脳血管障害の各種治療
の効果判定に有用な号ニタ一法となることを明らかにしたものであり、学位に値すると考えるo
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